
な
べ

し
ま

よ
う

い
ち

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

鍋

島

陽

一

専
攻
学
科
目

分
子
生
物
学

生

年

月

昭
和
二
一
年

四
月

略

歴

昭
和
四
七
年

三
月

新
潟
大
学
医
学
部
卒
業

同

五
一
年

三
月

新
潟
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
一
年

三
月

医
学
博
士

同

五
三
年

七
月

新
潟
大
学
医
学
部
講
師

同

五
九
年

九
月

（
財
）
癌
研
究
会
癌
研
究
所
研
究
員

同

六
二
年

六
月

（
財
）
癌
研
究
会
癌
研
究
所
主
任
研
究
員

同

六
二
年
一
一
月

国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
神
経
研
究
所
遺
伝
子
工
学
研
究
部
長

平
成
一
〇
年

四
月

大
阪
大
学
細
胞
生
体
工
学
セ
ン
タ
ー
教
授

同

一
〇
年
一
一
月

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授

同

二
二
年

四
月

京
都
大
学
名
誉
教
授

同

二
二
年

四
月

先
端
医
療
振
興
財
団
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
長
（
現
在
に
至
る
）

九



医
学
博
士
鍋
島
陽
一
氏
の
「K

lotho
fam

ily

の

発
見
と
そ
の
分
子
機
能
の
解
析
を
基
盤
と
し
た

生
体
恒
常
性
維
持
機
構
の
研
究
」
に
対
す
る

授
賞
審
査
要
旨

鍋
島
陽
一
氏
は
分
子
遺
伝
学
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
多
面
的
な
解
析
手
法
を
組

み
合
わ
せ
て
「
動
物
個
体
の
形
成
と
機
能
維
持
の
分
子
機
構
」
の
研
究
を
展
開

し
て
き
た
。
そ
の
研
究
は
（
１
）A

lternative
splicing

に
よ
り
一
遺
伝
子
か
ら

複
数
の
タ
ン
パ
ク
質
が
合
成
さ
れ
る
機
構
の
発
見
、（
２
）
筋
細
胞
の
増
殖
・
分

化
・
再
生
を
制
御
す
る
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
、（
３
）
中
枢
神
経
系
の
発

生
、
形
成
を
制
御
す
る
遺
伝
子
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
、（
４
）
幹
細
胞
制
御
の
分

子
機
構
の
研
究
を
中
心
と
す
る
「
動
物
個
体
の
発
生
・
形
成
の
分
子
機
構
に
関

す
る
研
究
」、
な
ら
び
にK
lotho

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
発
見
と
そ
の
生
理
機
能
、
分

子
機
能
の
解
析
を
基
盤
と
し
た
「
動
物
個
体
の
恒
常
性
維
持
機
構
の
研
究
」
に

大
別
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
生
命
科
学
の
基
本
命
題
の
解
明
に
関
わ
る
重
要
な
研

究
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
と
り
わ
け
、

K
lotho

遺
伝
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
発
見
に
基
づ
く
恒
常
性
維
持
機
構
の
研
究

は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
概
念
を
一
新
し
、
ま
た
、
胆
汁

酸
／
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
、
代
謝
性FG

F

の
作
用
に
関
す
る
新
た
な
仕
組

み
の
発
見
を
も
た
ら
し
、
更
に
蛋
白
間
相
互
作
用
に
お
け
る
糖
鎖
の
新
た
な
機

能
の
提
唱
、
加
齢
性
疾
患
の
治
療
法
開
発
へ
と
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
、
特
筆

に
値
す
る
。
以
下
に
そ
の
概
要
を
記
載
す
る
。

（
１
）
多
彩
な
老
化
類
似
症
状
を
示
すα

-klotho

変
異
マ
ウ
ス
の
発
見

鍋
島
氏
は
一
九
九
七
年
、
ヒ
ト
の
老
化
症
状
に
類
似
し
た
多
彩
な
変
異
表
現

型
を
示
す
マ
ウ
ス
を
発
見
、
原
因
遺
伝
子α

-klotho

を
同
定
し
た
。
次
い

で
、α

-klotho

はβ
-glycosidase

の
ホ
モ
ロ
グ
で
あ
り
、
腎
尿
細
管
、
上
皮
小

体
、
脈
絡
叢
で
主
に
発
現
し
て
お
り
、
細
胞
質
型
、
細
胞
膜
型
、
分
泌
型
と
し

て
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
同
氏
はα

-klotho

遺
伝
子
の
発
現
が
顕

著
に
亢
進
し
た
患
者
を
発
見
し
、
他
の
グ
ル
ー
プ
が
発
見
し
た
ミ
ス
セ
ン
ス
変

異
と
併
せ
てα

-klotho

遺
伝
子
の
変
異
に
基
づ
く
ヒ
ト
疾
患
の
存
在
を
確
認

し
た
。
本
研
究
は
一
遺
伝
子
の
機
能
欠
失
に
よ
り
多
彩
な
老
化
疾
患
類
似
症
状

が
生
じ
る
こ
と
を
最
初
に
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
老
化
研
究
に
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。

（
２
）α

-K
lotho

の
生
理
機
能
の
解
明

α
-K
lotho

の
作
用
機
作
の
解
析
は
困
難
を
極
め
た
が
、
鍋
島
氏
はα

-K
lotho

結
合
蛋
白
と
し
てN

a

＋,K

＋-A
T
Pase

を
同
定
す
る
こ
と
に
よ
り
端
緒
を
開
い

た
。α-K

lotho

・N
a

＋,K

＋-A
T
Pase

複
合
体
はE

R
,G
olgi

体
を
輸
送
さ
れ
、
エ

ン
ド
ソ
ー
ム
に
蓄
積
し
て
お
り
、
細
胞
外
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
の
低
下
に
応
答
し

三
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て
素
早
く
細
胞
表
面
へ
と
移
動
し
、N

a

＋,K

＋-A
T
Pase

の
細
胞
表
面
量
（
機

能
）
が
増
大
す
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
同
氏
はN

a

＋,K

＋-A
T
Pase

の
機
能
を
制

御
す
る
新
た
な
機
構
を
提
唱
し
た
。
次
い
で
、
同
氏
はN

a

＋,K

＋-A
T
Pase

の
機

能
亢
進
の
結
果
と
し
て
作
り
出
さ
れ
たN

a

＋

の
濃
度
勾
配
、
膜
電
位
の
変
化
に

よ
っ
て
遠
位
尿
細
管
に
お
け
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
再
吸
収
、
脈
絡
叢
に
お
け
る
脳

脊
髄
液
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
輸
送
、
副
甲
状
腺
に
お
け
るPT

H

の
分
泌
が
誘

導
さ
れ
、
血
液
、
脳
脊
髄
液
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
制
御
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、

細
胞
質
型α

-K
lotho

の
機
能
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
細
胞
膜
型α

-K
lotho

は

FG
F23,FG

FR
1

と
複
合
体
を
形
成
し
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
合
成
を
抑
え
る
こ
と
を

示
し
、
上
記
結
果
と
併
せ
て
「α

-K
lotho

は
カ
ル
シ
ウ
ム
恒
常
性
の
制
御
因
子

で
あ
る
」
と
提
唱
し
た
。
本
研
究
に
よ
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
は
「
時
間
軸
に

そ
っ
た
多
段
階
の
反
応
の
組
み
合
わ
せ
」
と
「
複
雑
な
相
互
作
用
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
機
構
」
に
よ
っ
て
制
御
さ
れ
て
お
り
、
結
果
と
し
て
血
液
・
体
液
、
脳

脊
髄
液
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
迅
速
に
調
整
さ
れ
、
狭
い
範
囲
に
保
持
さ
れ
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。
本
研
究
は
カ
ル
シ
ウ
ム
恒
常
性
維
持
機
構
の
理
解
を
大

き
く
進
展
さ
せ
、
教
科
書
の
記
載
を
一
新
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
３
）α

-K
lotho

の
分
子
機
能
の
解
明

鍋
島
氏
は
、α

-K
lotho

の
分
子
機
能
の
解
明
に
取
り
組
み
、α

-K
lotho

は
極

め
て
弱
い
がβ-G

lucuronidase

活
性
を
も
つ
こ
と
、
即
ち
、
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
結

合
モ
チ
ー
フ
を
も
つ
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
次
い
で
、
全
て
のα

-K
lotho

結
合

タ
ン
パ
ク
質
の
糖
鎖
は
一
定
の
割
合
で
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
修
飾
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
並
び
に
、
こ
の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
をα

-K
lotho

の
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
結
合
モ
チ

ー
フ
が
認
識
し
、
特
異
的
／
選
択
的
な
結
合
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

し
、「α

-K
lotho

は
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
を
認
識
す
る
新
規
レ
ク
チ
ン
様
因
子
と
し

て
機
能
し
て
い
る
」
と
結
論
し
た
。
更
に
、FG

F23

よ
り
同
定
し
た
特
殊
な
新

規
Ｏ
型
糖
鎖
（
末
端
は
グ
ル
ク
ロ
ン
酸
）
がα

-K
lotho

に
結
合
し
、α

-K
lotho

をFG
F23

と
結
合
し
や
す
い
状
態
へ
と
シ
フ
ト
さ
せ
る
機
構
を
解
明
、「
タ
ン

パ
ク
間
相
互
作
用
に
お
け
る
糖
鎖
の
新
た
な
機
能
」
を
提
唱
し
、
蛋
白
質
科

学
・
糖
鎖
科
学
に
一
石
を
投
じ
た
。

（
４
）
多
彩
な
ヒ
ト
老
化
類
似
疾
患
の
治
療
法
開
発
に
関
す
る
研
究

μ
カ
ル
パ
イ
ン
の
顕
著
な
活
性
化
がα

-K
lotho

変
異
マ
ウ
ス
の
多
彩
な
老

化
類
似
症
状
を
も
た
ら
す
要
因
で
あ
る
こ
と
を
見
い
だ
し
、
阻
害
剤
投
与
に
よ

り
動
脈
の
石
灰
化
、
骨
密
度
の
低
下
、
骨
の
形
成
異
常
、
肺
気
腫
、
皮
膚
の
老

人
性
萎
縮
な
ど
の
多
様
な
症
状
が
顕
著
に
改
善
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
カ
ル
パ

イ
ン
の
活
性
制
御
が
重
要
な
創
薬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
ま

た
、
動
脈
の
石
灰
化
と
動
脈
に
お
け
る
骨
形
成
遺
伝
子
の
発
現
、FG

F23

の
異

所
性
発
現
が
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
血
清FG

F23

濃
度
が
動
脈
の

石
灰
化
の
指
標
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

（
５
）β-K

lotho

の
同
定
と
機
能
の
解
明

β
-klotho

遺
伝
子
を
同
定
、β-K

lotho

が
肝
臓
に
お
い
て
胆
汁
酸
合
成
を
負

三
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に
制
御
す
る
機
構
を
解
明
し
た
。
次
い
で
、β-K

lotho

はN
a

＋,K

＋-A
T
Pase

と
複
合
体
を
形
成
す
る
こ
と
、
細
胞
外
の
非
必
須
ア
ミ
ノ
酸
濃
度
の
上
昇
がβ

-K
lotho/N

a
＋,K

＋-A
T
Pase

複
合
体
の
膜
へ
の
移
動
を
誘
導
す
る
こ
と
を
発
見

し
、
ア
ミ
ノ
酸
代
謝
の
全
く
新
し
い
制
御
機
構
の
解
明
へ
と
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
上
記
の
研
究
を
統
合
し
て
、α

-K
lotho,β-K

lotho

シ
ス
テ
ム
の
共
通
性

を
導
き
だ
し
、
恒
常
性
維
持
機
構
に
お
け
るK

lotho
fam

ily

の
位
置
づ
け
、
重

要
性
を
示
し
た
。

こ
れ
ら
の
研
究
は
老
化
研
究
の
最
先
端
を
担
う
研
究
で
あ
り
、
ま
た
、
恒
常

性
維
持
機
構
、
並
び
に
蛋
白
質
科
学
・
糖
鎖
科
学
の
新
た
な
領
域
を
開
い
た
研

究
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
日
本
学
士
院
賞
に
値
す
る
。
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